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１．水質調査 
（２）本土地区 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

1 調査概要 

1-1 調査目的 

在日米軍施設・区域からの排出水の排水の実態を把握し、我が国の法令（都道府県等

の条例を含む）で定める排水基準への適合性等を調査することを目的とした。 

 

 

1-2 調査対象施設、調査地点及び調査実施日 

調査対象施設、調査地点及び調査実施日は表 B-1 のとおりとした。 

 

表 B-1 調査対象施設、調査地点及び調査実施日 

調査対象施設 調査地点 調査実施日 

三沢飛行場 五川目溜池、駒沢溜池、三沢川放流部 平成 27 年 2 月 16 日（月） 

厚木海軍施設 蓼川上流、蓼川下流 平成 27 年 2 月 23 日（月） 

キャンプ・富士 小山川放流部 平成 27 年 2 月 18 日（水） 

川上弾薬地区 瀬野川上流、瀬野川下流 平成 27 年 2 月 25 日（水） 

 

 

1-3 調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は表 B-2～表 B-4 のとおりとした。 

 

 

1-4 調査結果の概要 

調査の結果、全ての施設において生活環境項目、健康項目共に排水基準の許容限度以

下であった。 

 

 

2 調査結果 

調査結果は、対象施設ごとに示す。 

  



 

 

表 B-2 調査項目及び調査方法（健康項目） 

調査項目 分析方法 備 考 

カドミウム及びその化合物 JIS K 0102 55.4 (2013)  

シアン化合物 JIS K 0102 38.1 及び 38.3 (2013)  

有機燐化合物 S49 環告第 64 号 付表 1 (H26 改正)  

鉛及びその化合物 JIS K 0102 54.4 (2013)  

六価クロム化合物 JIS K 0102 65.2.1 (2013)  

砒素及びその化合物 JIS K 0102 61.4 (2013)  

水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
S46 環告第 59 号 付表 1 (H26 改正)  

アルキル水銀化合物 S46 環告第 59 号 付表 2 (H26 改正)  

ポリ塩化ビフェニル S46 環告第 59 号 付表 3 (H26 改正)  

トリクロロエチレン JIS K 0125 5.2 (1995)  

テトラクロロエチレン JIS K 0125 5.2 (1995)  

ジクロロメタン JIS K 0125 5.2 (1995)  

四塩化炭素 JIS K 0125 5.2 (1995)  

1,2-ジクロロエタン JIS K 0125 5.2 (1995)  

1,1-ジクロロエチレン JIS K 0125 5.2 (1995)  

シス-1,2-ジクロロエチレン JIS K 0125 5.2 (1995)  

1,1,1-トリクロロエタン JIS K 0125 5.2 (1995)  

1,1,2-トリクロロエタン JIS K 0125 5.2 (1995)  

1,3-ジクロロプロペン JIS K 0125 5.2 (1995)  

チウラム S46 環告第 59 号 付表 4 (H26 改正)  

シマジン S46 環告第 59 号 付表 5 第 1 (H26 改正)  

チオベンカルブ S46 環告第 59 号 付表 5 第 1 (H26 改正)  

ベンゼン JIS K 0125 5.2 (1995)  

セレン及びその化合物 JIS K 0102 67.4 (2013)  

ほう素及びその化合物 JIS K 0102 47.4 (2013)  

ふっ素及びその化合物 JIS K 0102 34.1 (2013)  

アンモニア・アンモニウム化合物・

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
JIS K 0102 42.1 及び 42.2 (2013)  

1,4-ジオキサン S46 環告第 59 号 付表 7 第 1 (H26 改正)  

  



 

 

表 B-3 調査項目及び調査方法（生活環境項目） 

調査項目 分析方法 備 考 

水素イオン濃度 JIS K 0102 12.1 (2013)  

生物化学的酸素要求量 JIS K 0102 21 及び 32.3 (2013) 
河川に排水する地点につ

いて実施 

化学的酸素要求量 JIS K 0102 17 (2013) 

湖沼に排水する地点及び

川上弾薬地区の地点につ

いて実施 

浮遊物質量 S46 環告第 59 号 付表 9 (H26 改正)  

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(鉱油類) 
S49 環告第 64 号 付表 4 (H26 改正) 

 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
S49 環告第 64 号 付表 4 (H26 改正) 

 

フェノール類含有量 JIS K 0102 28.1 (2013)  

銅含有量 JIS K 0102 52.5 (2013)  

亜鉛含有量 JIS K 0102 53.4 (2013)  

溶解性鉄含有量 JIS K 0102 57.4 (2013)及び備考 12  

溶解性マンガン含有量 JIS K 0102 56.4 (2013)及び備考 8  

クロム含有量 JIS K 0102 65.1.5 (2013)  

大腸菌群数 
S37 厚生省・建設省令第 1 号 

別表第 1 (H26 改正) 

 

窒素含有量 JIS K 0102 45.2 (2013)  

燐含有量 JIS K 0102 46.3.1 (2013)  

 

表 B-4 調査項目及び調査方法（その他の項目） 

調査項目 分析方法 備 考 

水温 JIS K 0102 7.2 (2013)  

色相 JIS K 0102 8 (2013)  

臭気 JIS K 0102 10.1 (2013)  

透視度 JIS K 0102 9 (2013)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢飛行場 

  



 

 

2-1 対象基地概要 

三沢飛行場の概要は表 B1-1 のとおりである。 

 

表 B1-1 三沢飛行場の概要 

項 目 概 要 

名称 三沢飛行場 

用途 飛行場 

所在地 青森県三沢市、八戸市、上北郡東北町、むつ市 

面積 15,968 千㎡ 

出典：防衛省ホームページ 

 

 

2-2 調査地点 

調査測定は五川目溜池、駒沢溜池、三沢川放流部の 3 地点とした。 

調査地点を図 B1-1～図 B1-4 次頁に示す。 

 

 

2-3 調査結果の詳細 

調査結果の詳細は表 B1-2～表 B1-4 に示す。 

調査の結果、全ての地点において生活環境項目、健康項目共に「排水基準を定める省

令」（昭和 46 年 6 月 21 日 総理府令第 35 号）の許容限度以下であった。 

なお、当該水域においては、青森県の「水質汚濁防止法第三条第三項の規定に基づく

排水基準を定める条例」（昭和 48 年 3 月 30 日 条例第 3 号）に基づく上乗せ基準は設定

されていない。 

  



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B1-1 調査地点図 

三沢川放流部 

五川目溜池 

駒沢溜池 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B1-2 調査地点拡大図（五川目溜池） 

五川目溜池 

三沢市 
墓地公園 

三沢飛行場 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B1-3 調査地点拡大図（駒沢溜池） 

駒沢溜池 

三沢飛行場 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B1-4 調査地点拡大図（三沢川放流部） 

三沢川放流部 

三沢空港 

三沢飛行場 



 

 

表 B1-2 調査結果及び排水基準（健康項目） 

調査項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

五川目溜池 駒沢溜池 三沢川放流部 （一律基準） 

カドミウム及びその化合物 mg/L < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.1 

シアン化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 < 0.1 1 

有機燐化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 < 0.1 1 

鉛及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.1 

六価クロム化合物 mg/L < 0.02 < 0.02 < 0.02 0.5 

砒素及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.1 

水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
mg/L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 0.005 

アルキル水銀化合物 mg/L 不検出 不検出 不検出 検出されない 

ポリ塩化ビフェニル mg/L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 0.003 

トリクロロエチレン mg/L < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.3 

テトラクロロエチレン mg/L < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.1 

ジクロロメタン mg/L < 0.02 < 0.02 < 0.02 0.2 

四塩化炭素 mg/L < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.02 

1,2-ジクロロエタン mg/L < 0.004 < 0.004 < 0.004 0.04 

1,1-ジクロロエチレン mg/L < 0.02 < 0.02 < 0.02 1 

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L < 0.04 < 0.04 < 0.04 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L < 0.001 < 0.001 < 0.001 3 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L < 0.006 < 0.006 < 0.006 0.06 

1,3-ジクロロプロペン mg/L < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.02 

チウラム mg/L < 0.006 < 0.006 < 0.006 0.06 

シマジン mg/L < 0.003 < 0.003 < 0.003 0.03 

チオベンカルブ mg/L < 0.02 < 0.02 < 0.02 0.2 

ベンゼン mg/L < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.1 

セレン及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.1 

ほう素及びその化合物 mg/L < 0.05 < 0.05 0.07 10 

ふっ素及びその化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 0.3 8 

アンモニア・アンモニウム化合物・

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
mg/L 2.0 1.0 3.3 100 

1,4-ジオキサン mg/L < 0.05 < 0.05 < 0.05 0.5 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである  



 

 

表 B1-3 調査結果及び排水基準（生活環境項目） 

調査項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

五川目溜池 駒沢溜池 三沢川放流部 （一律基準） 

水素イオン濃度 - 7.3 7.6 7.4 5.8～8.6 

生物化学的酸素要求量 mg/L - - 50 160 

化学的酸素要求量 mg/L 2.6 1.6 - 160 

浮遊物質量 mg/L 2 < 1 5 200 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(鉱油類) 
mg/L < 1 < 1 < 1 5 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
mg/L < 1 < 1 < 1 30 

フェノール類含有量 mg/L < 0.1 < 0.1 < 0.1 5 

銅含有量 mg/L < 0.01 < 0.01 < 0.01 3 

亜鉛含有量 mg/L < 0.05 < 0.05 < 0.05 2 

溶解性鉄含有量 mg/L 0.21 0.21 0.08 10 

溶解性マンガン含有量 mg/L 0.09 0.05 0.04 10 

クロム含有量 mg/L < 0.02 < 0.02 < 0.02 2 

大腸菌群数 個/cm3 0 0 0 3000 

窒素含有量 mg/L 2.4 1.3 5.0 120 

燐含有量 mg/L 0.02 < 0.01 0.93 16 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

 

表 B1-4 調査結果及び排水基準（その他の項目） 

調査項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

五川目溜池 駒沢溜池 三沢川放流部 （一律基準） 

水温 ℃ 5.1 1.2 10.0 45 

色相 - 無色透明 無色透明 無色透明 - 

臭気 - 無臭 無臭 微ｱﾙｺｰﾙ臭 - 

透視度 cm 50 以上 50 以上 50 以上 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木海軍施設 

  



 

 

2-1 対象基地概要 

厚木海軍施設の概要は表 B2-1 のとおりである。 

 

表 B2-1 厚木海軍施設の概要 

項 目 概 要 

名称 厚木海軍飛行場 

用途 飛行場 

所在地 神奈川県綾瀬市、大和市、海老名市 

面積 5,069 千㎡ 

出典：防衛省ホームページ 

 

 

2-2 調査地点 

調査測定は蓼川上流、蓼川下流の 2 地点とした。 

調査地点を図 B2-1～図 2-3 に示す。 

 

 

2-3 調査結果の詳細 

調査結果の詳細は表 B2-2～表 B2-4 に示す。 

調査の結果、全ての地点において生活環境項目、健康項目共に「排水基準を定める省

令」（昭和 46 年 6 月 21 日 総理府令第 35 号）の許容限度以下であった。 

また、参考として神奈川県の「大気汚染防止法第 4条第 1 項の規定による排出基準及

び水質汚濁防止法第 3 条第 3 項の規定による排水基準を定める条例」（昭和 46 年 10 月

15 日 条例第 52 号）及び「神奈川県生活環境の保全等に関する条例施行規則」（平成 9

年 12 月 26 日 規則第 113 号）に基づく上乗せ基準と比較※しても、全ての地点において

許容限度以下であった。 

 

 

※ 乙水域におけるし尿処理場（昭和 46 年 9 月 11 日より前に設置されている事業場）に係

るものとして最も厳しい基準値との参考比較。  



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B2-1 調査地点図 

蓼川上流 

蓼川下流 

厚木海軍施設 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B2-2 調査地点拡大図（蓼川上流） 

蓼川上流 

厚木海軍施設 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B2-3 調査地点拡大図（蓼川下流） 

蓼川下流 

厚木海軍施設 



 

 

表 B2-2 調査結果及び排水基準（健康項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

蓼川上流 蓼川下流 一律基準 上乗せ基準 

カドミウム及びその化合物 mg/L < 0.005 < 0.005 0.1 0.03 

シアン化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 1 1 

有機燐化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 1 0.2 

鉛及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 0.1 

六価クロム化合物 mg/L < 0.02 < 0.02 0.5 0.5 

砒素及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 0.1 

水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
mg/L < 0.0005 < 0.0005 0.005 0.005 

アルキル水銀化合物 mg/L 不検出 不検出 検出されない 検出されない 

ポリ塩化ビフェニル mg/L < 0.0005 < 0.0005 0.003 0.003 

トリクロロエチレン mg/L < 0.001 < 0.001 0.3 0.3 

テトラクロロエチレン mg/L 0.001 < 0.001 0.1 0.1 

ジクロロメタン mg/L < 0.02 < 0.02 0.2 0.2 

四塩化炭素 mg/L < 0.002 < 0.002 0.02 0.02 

1,2-ジクロロエタン mg/L < 0.004 < 0.004 0.04 0.04 

1,1-ジクロロエチレン mg/L < 0.02 < 0.02 1 1 

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L < 0.04 < 0.04 0.4 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L < 0.001 < 0.001 3 3 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L < 0.006 < 0.006 0.06 0.06 

1,3-ジクロロプロペン mg/L < 0.002 < 0.002 0.02 0.02 

チウラム mg/L < 0.006 < 0.006 0.06 0.06 

シマジン mg/L < 0.003 < 0.003 0.03 0.03 

チオベンカルブ mg/L < 0.02 < 0.02 0.2 0.2 

ベンゼン mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 0.1 

セレン及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 0.1 

ほう素及びその化合物 mg/L < 0.05 < 0.05 10 10 

ふっ素及びその化合物 mg/L 0.1 0.1 8 8 

アンモニア・アンモニウム化合物・

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
mg/L 4.2 5.8 100 100 

1,4-ジオキサン mg/L < 0.05 < 0.05 0.5 0.5 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである  



 

 

表 B2-3 調査結果及び排水基準（生活環境項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

蓼川上流 蓼川下流 一律基準 上乗せ基準 

水素イオン濃度 - 7.2 7.2 5.8～8.6 5.8～8.6 

生物化学的酸素要求量 mg/L 4.1 1.7 160 25 

化学的酸素要求量 mg/L - - 160 25 

浮遊物質量 mg/L 3 1 200 70 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(鉱油類) 
mg/L < 1 < 1 5 5 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
mg/L < 1 < 1 30 10 

フェノール類含有量 mg/L < 0.1 < 0.1 5 0.5 

銅含有量 mg/L 0.03 < 0.01 3 3 

亜鉛含有量 mg/L 0.07 < 0.05 2 2 

溶解性鉄含有量 mg/L < 0.05 0.27 10 10 

溶解性マンガン含有量 mg/L 0.01 0.09 10 1 

クロム含有量 mg/L < 0.02 < 0.02 2 2 

大腸菌群数 個/cm3 41 27 3000 3000 

窒素含有量 mg/L 5.5 6.4 120 - 

燐含有量 mg/L 0.15 0.33 16 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

 

表 B2-4 調査結果及び排水基準（その他の項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

蓼川上流 蓼川下流 一律基準 上乗せ基準 

水温 ℃ 17.6 16.9 45 - 

色相 - 無色透明 無色透明 - 

受け入れる水

を著しく変化さ

せない 

臭気 - 微下水臭 微油臭 - 

受け入れる水

に臭気を帯び

させない 

透視度 cm 50 以上 50 以上 - - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ・富士 

  



 

 

2-1 対象基地概要 

キャンプ・富士の概要は表 B3-1 のとおりである。 

 

表 B3-1 キャンプ・富士の概要 

項 目 概 要 

名称 富士営舎地区 

用途 兵舎 

所在地 静岡県御殿場市 

面積 1,177 千㎡ 

出典：防衛省ホームページ 

 

 

2-2 調査地点 

調査測定は小山川放流部とした。 

調査地点を図 B3-1 及び図 B3-2 に示す。 

なお、本調査の採水地点ではキャンプ・富士の他に陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地及び国立

中央青少年交流の家汚水処理場の排水が合流しており、調査結果はこれらを含むもので

ある。ただし、キャンプ・富士を除く 2 施設は水質汚濁防止法に規定する特定事業場に

該当するため、排出基準の遵守や測定が義務付けられており、静岡県による立入検査も

行われている。 

 

 

2-3 調査結果の詳細 

調査結果の詳細は表 B3-2～表 B3-4 に示す。 

調査の結果、全ての地点において生活環境項目、健康項目共に「排水基準を定める省

令」（昭和 46 年 6 月 21 日 総理府令第 35 号）の許容限度以下であった。 

また、参考として静岡県の「水質汚濁防止法第 3 条第 3項に基づく排水基準に関する

条例」（昭和 47 年 7 月 11 日 条例第 27 号）に基づく上乗せ基準と比較※しても、全ての

項目で許容限度以下であった。 

 

※ 鮎沢川水域におけるその他の事業場（昭和 49 年 12 月 31 日において既に設置されている

特定事業場）であって、1 日の平均的な排出水の量が 50m3以上 2,000m3未満である特定事

業場に係る基準値との参考比較。 

  



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B3-1 調査地点図 

小山川放流部 

キャンプ・富士 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B3-2 調査地点拡大図（小山川放流部） 

小山川放流部 

キャンプ・富士 



 

 

表 B3-2 調査結果及び排水基準（健康項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

小山川放流部 一律基準 上乗せ基準 

カドミウム及びその化合物 mg/L < 0.005 0.1 - 

シアン化合物 mg/L < 0.1 1 - 

有機燐化合物 mg/L < 0.1 1 - 

鉛及びその化合物 mg/L < 0.01 0.1 - 

六価クロム化合物 mg/L < 0.02 0.5 - 

砒素及びその化合物 mg/L < 0.01 0.1 - 

水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
mg/L < 0.0005 0.005 - 

アルキル水銀化合物 mg/L 不検出 検出されない - 

ポリ塩化ビフェニル mg/L < 0.0005 0.003 - 

トリクロロエチレン mg/L < 0.001 0.3 - 

テトラクロロエチレン mg/L < 0.001 0.1 - 

ジクロロメタン mg/L < 0.02 0.2 - 

四塩化炭素 mg/L < 0.002 0.02 - 

1,2-ジクロロエタン mg/L < 0.004 0.04 - 

1,1-ジクロロエチレン mg/L < 0.02 1 - 

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L < 0.04 0.4 - 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L < 0.001 3 - 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L < 0.006 0.06 - 

1,3-ジクロロプロペン mg/L < 0.002 0.02 - 

チウラム mg/L < 0.006 0.06 - 

シマジン mg/L < 0.003 0.03 - 

チオベンカルブ mg/L < 0.02 0.2 - 

ベンゼン mg/L < 0.01 0.1 - 

セレン及びその化合物 mg/L < 0.01 0.1 - 

ほう素及びその化合物 mg/L < 0.05 10 - 

ふっ素及びその化合物 mg/L 0.1 8 - 

アンモニア・アンモニウム化合物・

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
mg/L 13 100 - 

1,4-ジオキサン mg/L < 0.05 0.5 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである  



 

 

表 B3-3 調査結果及び排水基準（生活環境項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

小山川放流部 一律基準 上乗せ基準 

水素イオン濃度 - 7.1 5.8～8.6 - 

生物化学的酸素要求量 mg/L 16 160 25 

化学的酸素要求量 mg/L - 160 - 

浮遊物質量 mg/L 4 200 50 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(鉱油類) 
mg/L < 1 5 - 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
mg/L < 1 30 - 

フェノール類含有量 mg/L < 0.1 5 - 

銅含有量 mg/L < 0.01 3 1 

亜鉛含有量 mg/L < 0.05 2 - 

溶解性鉄含有量 mg/L < 0.05 10 - 

溶解性マンガン含有量 mg/L 0.01 10 - 

クロム含有量 mg/L < 0.02 2 - 

大腸菌群数 個/cm3 0 3000 - 

窒素含有量 mg/L 18 120 - 

燐含有量 mg/L 1.9 16 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

 

表 B3-4 調査結果及び排水基準（その他の項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

小山川放流部 一律基準 上乗せ基準 

水温 ℃ 12.9 45 - 

色相 - 淡黄色透明 - - 

臭気 - 微下水臭 - - 

透視度 cm 50 以上 - - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川上弾薬地区 

  



 

 

2-1 対象基地概要 

川上弾薬地区の概要は表 B4-1 のとおりである。 

 

表 B4-1 川上弾薬地区の概要 

項 目 概 要 

名称 川上弾薬庫 

用途 倉庫 

所在地 広島県東広島市 

面積 2,604 千㎡ 

出典：防衛省ホームページ 

 

 

2-2 調査地点 

調査測定は瀬野川上流、瀬野川下流の 2 地点とした。 

調査地点を図 B4-1～図 B4-3 に示す。 

 

 

2-3 調査結果の詳細 

調査結果の詳細は表 B4-2～表 B4-4 に示す。 

調査の結果、全ての地点において生活環境項目、健康項目共に「排水基準を定める省

令」（昭和 46 年 6 月 21 日 総理府令第 35 号）の許容限度以下であった。 

また、広島県の「水質汚濁防止法第 3 条第 3項の規定に基づく排水基準を定める条例」

（昭和 46 年 12 月 24 日 条例第 69 号）及び「広島県生活環境の保全等に関する条例施

行規則」（平成 15 年 10 月 7 日 規則第 69 号）に基づく上乗せ基準と比較※しても、全て

の地点において許容限度以下であった。 

 

 

※ 第二種水域における一般基準及び瀬戸内海水域に排出水を排出する特定事業場に関する特

例基準のうち酸若しくはアルカリによる表面処理施設又は電気めっき施設を設置するその

他の業種（昭和 49 年 3 月 27 日より前に設置された特定事業場）に係るものとして最も厳し

い基準値との参考比較。 

  



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B4-1 調査地点図 

瀬野川上流 

瀬野川下流 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B4-2 調査地点拡大図（瀬野川上流） 

瀬野川上流 

川上弾薬地区 



 

 

 

凡 例 

水質調査地点 

 

 

 

 

図 B4-3 調査地点拡大図（瀬野川下流） 

瀬野川下流 

川上弾薬地区 



 

 

表 B4-2 調査結果及び排水基準（健康項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

瀬野川上流 瀬野川下流 一律基準 上乗せ基準 

カドミウム及びその化合物 mg/L < 0.005 < 0.005 0.1 - 

シアン化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 1 - 

有機燐化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 1 - 

鉛及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 - 

六価クロム化合物 mg/L < 0.02 < 0.02 0.5 - 

砒素及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 - 

水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
mg/L < 0.0005 < 0.0005 0.005 - 

アルキル水銀化合物 mg/L 不検出 不検出 検出されない - 

ポリ塩化ビフェニル mg/L < 0.0005 < 0.0005 0.003 - 

トリクロロエチレン mg/L < 0.001 < 0.001 0.3 - 

テトラクロロエチレン mg/L < 0.001 < 0.001 0.1 - 

ジクロロメタン mg/L < 0.02 < 0.02 0.2 - 

四塩化炭素 mg/L < 0.002 < 0.002 0.02 - 

1,2-ジクロロエタン mg/L < 0.004 < 0.004 0.04 - 

1,1-ジクロロエチレン mg/L < 0.02 < 0.02 1 - 

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L < 0.04 < 0.04 0.4 - 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L < 0.001 < 0.001 3 - 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L < 0.006 < 0.006 0.06 - 

1,3-ジクロロプロペン mg/L < 0.002 < 0.002 0.02 - 

チウラム mg/L < 0.006 < 0.006 0.06 - 

シマジン mg/L < 0.003 < 0.003 0.03 - 

チオベンカルブ mg/L < 0.02 < 0.02 0.2 - 

ベンゼン mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 - 

セレン及びその化合物 mg/L < 0.01 < 0.01 0.1 - 

ほう素及びその化合物 mg/L < 0.05 < 0.05 10 - 

ふっ素及びその化合物 mg/L < 0.1 < 0.1 8 - 

アンモニア・アンモニウム化合物・

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
mg/L 1.4 < 0.2 100 - 

1,4-ジオキサン mg/L < 0.05 < 0.05 0.5 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである  



 

 

表 B4-3 調査結果及び排水基準（生活環境項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

瀬野川上流 瀬野川下流 一律基準 上乗せ基準 

水素イオン濃度 - 7.2 7.2 5.8～8.6 5.8～8.6 

生物化学的酸素要求量 mg/L 1.8 1.0 160 160 

化学的酸素要求量 mg/L 2.4 1.6 160 20 

浮遊物質量 mg/L < 1 1 200 90 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(鉱油類) 
mg/L < 1 < 1 5 5 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 

(動植物油脂類) 
mg/L < 1 < 1 30 8 

フェノール類含有量 mg/L < 0.1 < 0.1 5 5 

銅含有量 mg/L < 0.01 < 0.01 3 3 

亜鉛含有量 mg/L < 0.05 < 0.05 2 2 

溶解性鉄含有量 mg/L 0.13 0.15 10 10 

溶解性マンガン含有量 mg/L 0.01 0.01 10 10 

クロム含有量 mg/L < 0.02 < 0.02 2 2 

大腸菌群数 個/cm3 212 13 3000 3000 

窒素含有量 mg/L 2.0 0.33 120 120 

燐含有量 mg/L 0.17 0.01 16 16 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

 

表 B4-4 調査結果及び排水基準（その他の項目） 

分析項目 単位 
調査結果 排水基準※ 

瀬野川上流 瀬野川下流 一律基準 上乗せ基準 

水温 ℃ 12.7 11.1 45 

排出先の公共

用水域に著し

い変化を与え

ない 

色相 - 無色透明 無色透明 - 

臭気 - 無臭 無臭 - 

透視度 cm 50 以上 50 以上 - 

※ 対象施設は特定事業場に該当しないため、排水基準は参考値として比較したものである 

 



 
 
 
 
 
 

２．大気質調査 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

1 調査概要 

1-1 調査目的 

在日米軍施設・区域内に設置されているばい煙発生施設等から発生するばい煙の影響

を敷地境界付近で調査し、国内の環境基準等と比較することを目的とした。 

 

1-2 調査対象施設及び調査実施日 

調査対象施設及び調査実施日は表 A-1 のとおりとした。 

 

表 A-1 調査対象施設及び調査実施日 

調査対象施設 調査内容 調査実施日 

三沢飛行場 
事前調査 平成 27 年 2 月 16 日（月） 

現地測定 平成 27 年 3 月 3 日（火） 

 

 

1-3 調査項目及び調査方法 

調査項目及び調査方法は表 A-2 のとおりとした。 

 

表 A-2 調査項目及び調査方法 

調査項目 測定高(m) 測定方法 

大気質 

二酸化硫黄 1.5m 

JIS B 7952(2004) 

大気中の二酸化硫黄自動計測器 

(紫外線蛍光方式) 

二酸化窒素 1.5m 

JIS B 7953(2004) 

大気中の窒素酸化物自動計測器 

(化学発光方式) 

浮遊粒子状物質 3.0m 

JIS B 7954(2001) 

大気中の浮遊粒子状物質自動計測器 

(ベータ線吸収方式) 

気象 風向、風速 3.0m 
地上気象観測指針(平成 14 年 気象庁) 

気温、湿度、気圧 1.5m 

 

 

1-4 調査結果の概要 

調査の結果、二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の濃度は大気汚染に係る環

境基準以下であった。  



 

2 調査結果 

2-1 対象基地概要 

三沢飛行場の概要は表 A-3 のとおりである。 

 

表 A-3 三沢飛行場の概要 

項 目 概 要 

名称 三沢飛行場 

用途 飛行場 

所在地 青森県三沢市、八戸市、上北郡東北町、むつ市 

面積 15,968 千㎡ 

出典：防衛省ホームページ 

 

 

2-2 調査地点 

現地測定は三沢飛行場の南東側に隣接する三沢パークホテル（青森県三沢市平畑

1-1-46）の駐車場で実施した。 

調査地点を図 A-1 及び図 A-2 に示す。 

 

 

2-3 調査結果の概要 

調査結果の概要は表 A-4 のとおりで、全て環境基準以下であった。 

 

表 A-4 調査結果の概要 

測定項目 概 要 環境基準 

二酸化硫黄 
1 日平均値 ：0.001 ppm 

1 時間値 ：0.000 ～ 0.003 ppm 

1 日平均値 ：0.04ppm 以下 

1 時間値 ：0.1ppm 以下 

二酸化窒素 
1 日平均値 ：0.007 ppm 

1 時間値 ：0.002 ～ 0.026 ppm 

1日平均値が 0.04～0.06ppmの

ゾーン内またはそれ以下 

浮遊粒子状物質 
1 日平均値 ：0.012 mg/m3 

1 時間値 ：0.002 ～ 0.024 mg/m3 

1 日平均値 ：0.10mg/m3以下 

1 時間値 ：0.20mg/m3以下 

 

 

  



 

 

凡 例 

大気質調査地点 

一般環境大気測定局 岡三沢町内会館 

 

 

 

図 A-1 調査地点図 

大気質調査地点 

一般環境大気測定局 

岡三沢町内会館 



 

 

凡 例 

大気質調査地点 

 

 

 

 

図 A-2 調査地点拡大図 

大気質調査地点 

三沢 
警察署 

三沢 
ﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ 

三沢飛行場 



 

2-4 調査結果の詳細 

(1) 二酸化硫黄 

二酸化硫黄濃度の 1 時間値は 0.000～0.003ppm の範囲で、1 日平均値は 0.001ppm であ

った。 

大気の汚染に係る環境基準について（昭和 48 年 環告 25 号）では、二酸化硫黄に係

る環境基準を「1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1 時間値が 0.1ppm

以下であること。」としており、調査結果はこの基準に適合していた。 

なお、調査地の南東約 19km に位置する一般環境大気測定局「根岸小学校」（青森県八

戸市）における同日の平均二酸化硫黄濃度は 0.002ppm（1 時間値は 0.001～0.005ppm）

であり、本調査結果はこれより低い水準であった。 

 

 
図 A-3 二酸化硫黄濃度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

 

表 A-5 二酸化硫黄濃度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

時間 三沢飛行場 根岸小学校 時間 三沢飛行場 根岸小学校 

1 0.000 0.001 13 0.001 0.001 

2 0.000 0.001 14 0.001 0.001 

3 0.000 0.001 15 0.001 0.001 

4 0.000 0.001 16 0.001 0.001 

5 0.000 0.001 17 0.001 0.002 

6 0.000 0.001 18 0.001 0.001 

7 0.000 0.001 19 0.001 0.002 

8 0.000 0.002 20 0.001 0.001 

9 0.001 0.005 21 0.003 0.001 

10 0.001 0.005 22 0.003 0.001 

11 0.001 0.002 23 0.002 0.001 

12 0.001 0.001 24 0.001 0.001 

   平均 0.001 0.002 

0.000

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

S
O

2
[p
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]

時 間

三沢飛行場 根岸小学校

(単位：ppm)



 

(2) 二酸化窒素 

二酸化窒素濃度の 1 時間値は 0.002～0.026ppm の範囲で、1 日平均値は 0.007ppm であ

った。 

二酸化窒素に係る環境基準について（昭和 53 年 環告 38 号）では、二酸化窒素に係

る環境基準を「1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内又はそれ

以下であること。」としており、調査結果はこの基準に適合していた。 

なお、調査地の北東約 1km に位置する一般環境大気測定局「岡三沢町内会館」（青森

県三沢市）における同日の平均二酸化窒素濃度は0.005ppm（1時間値は0.001～0.024ppm）

であり、本調査結果はこれよりやや高い値だが、変動傾向は同様であった。 

 

 
図 A-4 二酸化窒素濃度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

 

表 A-6 二酸化窒素濃度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

時間 三沢飛行場 岡三沢町内会館 時間 三沢飛行場 岡三沢町内会館 

1 0.002 0.001 13 0.004 0.001 

2 0.003 0.001 14 0.004 0.001 

3 0.003 0.002 15 0.004 0.001 

4 0.003 0.002 16 0.005 0.003 

5 0.004 0.002 17 0.006 0.005 

6 0.003 0.002 18 0.007 0.005 

7 0.008 0.004 19 0.009 0.006 

8 0.010 0.006 20 0.011 0.009 

9 0.007 0.005 21 0.026 0.024 

10 0.005 0.002 22 0.020 0.023 

11 0.004 0.001 23 0.015 0.012 

12 0.004 0.001 24 0.005 0.003 

   平均 0.007 0.005 
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(3) 浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質濃度の 1 時間値は 0.002～0.024mg/m3 の範囲で、1 日平均値は

0.012mg/m3であった。 

大気の汚染に係る環境基準について（昭和 48 年 環告 25 号）では、浮遊粒子状物質

に係る環境基準を「1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg/m3 以下であり、かつ、1 時間値が

0.20mg/m3以下であること。」としており、調査結果はこの基準に適合していた。 

なお、調査地の北東約 1km に位置する一般環境大気測定局「岡三沢町内会館」（青森

県三沢市）における同日の平均浮遊粒子状物質濃度は 0.009mg/m3（1 時間値は 0.000～

0.019mg/m3）であり、本調査結果はこれよりやや高い値だが、変動傾向は同様であった。 

 

 
図 A-5 浮遊粒子状物質濃度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

 

表 A-7 浮遊粒子状物質の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

時間 三沢飛行場 岡三沢町内会館 時間 三沢飛行場 岡三沢町内会館 

1 0.021 0.005 13 0.005 0.001 

2 0.019 0.016 14 0.008 0.003 

3 0.011 0.017 15 0.014 0.009 

4 0.019 0.017 16 0.015 0.015 

5 0.015 0.009 17 0.008 0.006 

6 0.016 0.004 18 0.024 0.005 

7 0.004 0.009 19 0.012 0.005 

8 0.009 0.009 20 0.015 0.010 

9 0.004 0.012 21 0.013 0.012 

10 0.009 0.005 22 0.013 0.019 

11 0.007 0.000 23 0.014 0.011 

12 0.002 － 24 0.017 0.012 

   平均 0.012 0.009 
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※ 岡三沢町内会館における 12 時の浮遊粒子状物質濃度は欠測 



 

(4) 気象 

測定日の天候は曇時々晴で、気象条件は表 A-8 及び図 A-6～図 A-8 に示すとおりであ

った。 

1 時から 15 時までは対象施設側から弱い西寄りの風が吹いていたが、それ以降はやや

強い東寄りの風に変わったため、16 時以降の測定結果には対象施設以外の影響（周辺道

路の走行車両等）が含まれている可能性がある。 

 

表 A-8 気象測定結果（平成 27 年 3 月 3 日） 

時間 風向 
風速 
(m/s) 

気温 
(ﾟ C) 

湿度 
(％) 

気圧 
(hPa) 

1 W 0.7 -0.6 69 1012.0  

2 WNW 0.7 -0.4 69 1012.4  

3 NW 0.6 -0.2 68 1012.7  

4 N 0.6 0.0 67 1013.5  

5 W 1.0 0.0 68 1014.2  

6 W 1.0 0.2 65 1013.9  

7 WNW 1.0 1.0 63 1013.8  

8 W 1.3 0.9 66 1014.1  

9 W 1.1 6.3 42 1011.2  

10 NW 1.1 7.4 38 1012.5  

11 WNW 1.2 7.4 33 1012.6  

12 SW 0.9 6.8 39 1012.6  

13 WNW 0.9 7.1 39 1012.5  

14 W 1.0 6.7 38 1013.2  

15 W 0.7 6.6 37 1013.0  

16 ESE 3.0 4.8 52 1013.3  

17 SE 3.2 4.2 55 1013.2  

18 ESE 1.6 4.1 58 1013.2  

19 ESE 2.1 3.4 67 1013.0  

20 ESE 1.5 3.0 69 1012.7  

21 SE 1.3 2.9 59 1012.4  

22 ESE 1.7 3.4 60 1011.6  

23 ESE 2.1 3.1 67 1011.0  

24 SE 3.0 3.1 88 1010.0  

平均 
最頻風向 

W 
1.4 3.4 57 1012.7  

 

  



 

 

 

図 A-6 風向及び風速の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

 

 

図 A-7 気温及び湿度の推移（平成 27 年 3 月 3 日） 

 

 

図 A-8 気圧の推移（平成 27 年 3 月 3 日）  
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